
● 

県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章
▼
島
田
克
彦
⑦
▼
福
田
良
浩
⑬
▼
濱

口
高
男
⑬

● 

県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
有
功
章
▼
山
本
治
義
⑪
▼
小
佐
々
照
雄
⑬
▼
田
中

哲
也
⑮
▼
森
国
敏
③
▼
黒
川
哲
男
④
▼
福
嶋
勉
⑤
▼
中

嶋
大
介
⑩

有
功
章
▼
松
永
英
二
③
▼
梶
山
靖
幸
②
▼
平
間
鎮
治
⑤
▼

上
野
義
弘
⑩
▼
福
田
勇
⑬
▼
山
口
淳
也
⑭
▼
川
本
安
弘

⑭
▼
小
川
藤
夫
⑭
▼
永
木
和
弘
⑭
▼
田
中
忠
彦
⑭
▼
井
川

和
彦
⑮
▼
山
田
拓
也
⑭

30
年
精
続
章
▼
田
添
一
也
○
▼
川
津
広
昭
○
▼
福
井
盛

茂
⑧
▼
泉
川
英
和
⑨

20
年
精
続
章
▼
浅
井
幸
一
○
▼
森
敦
⑥
▼
福
嶋
勉
⑤
▼

瀬
戸
口
亨
⑬
▼
大
戸
裕
二
⑧
▼
溝
口
幸
宏
⑫
▼
福
田
博

宣
⑫
▼
山
口
淳
也
⑭
▼
朝
長
博
士
⑭
▼
山
田
拓
也
⑭

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
▼
出
口
修
③
▼
西
川
義
文
⑤

▼
中
野
一
⑪
▼
野
口
博
二
④
▼
石
川
一
法
⑪
▼
川
口
隆
⑭
▼

相
川
百
年
②
▼
上
野
晃
⑨
▼
森
博
樹
⑬
▼
浦
田
耕
一
⑭

▼
瀬
崎
浩
一
②
▼
岩
永
則
之
④
▼
北
嶋
邦
昭
④
▼（
故
）木

村
義
仁
⑦
▼
池
添
憲
明
⑪
▼
阿
部
幹
雄
⑭
▼
福
田
健
二

本

本

本

本

本

本

本

⑮
▼
有
川
靖
⑭

● 

市
長
表
彰

30
年
勤
続
章
▼
田
添
一
也
○
▼
川
津
広
昭
○
▼
福
井
盛

茂
⑧
▼
泉
川
英
和
⑨

25
年
勤
続
章
▼
島
田
克
彦
⑦
▼
福
田
良
浩
⑬
▼
濱
口
高

男
⑬

15
年
勤
続
章
▼
田
中
哲
也
⑮
▼
馬
場
輝
正
①
▼
平
間
鎮

治
⑤
▼
山
本
雅
喜
⑥
▼
松
本
真
一
⑥
▼
正
林
登
志
恵
○
▼

福
井
由
美
子
○
▼
上
野
義
弘
⑩
▼
永
木
和
弘
⑭
▼
田
中

忠
彦
⑭
▼
井
川
和
彦
⑮
▼
平
野
幸
恵
○
▼
今
川
忠
憲
⑤

▼
小
森
純
一
⑧
▼
土
本
浩
司
⑪
▼
今
道
功
一
⑪
▼
福
田
昭
一

⑫
▼
池
水
鋼
治
⑫
▼
馬
場
毅
⑫
▼
御
厨
敬
一
郎
⑫
▼
林

健
二
⑬
▼
白
石
勝
己
⑬
▼
浅
井
博
史
⑬
▼
池
田
照
久
⑭

▼
岩
永
豊
⑭
▼
藤
川
真
吾
⑭
▼
辻
龍
彦
⑭

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状（
県
消
防
協
会
長
表
彰
に
同
じ
）

一
般
協
力
者
・
団
体
に
対
す
る
感
謝
状
▼
田
中
正
則
⑧
▼

山
口
和
夫
⑬

無
火
災
分
団
▼
第
９
分
団
▼
第
15
分
団

● 

消
防
団
長
表
彰

10
年
勤
続
章
▼
大
江
絹
子
○

退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状（
県
消
防
協
会
長
表
彰
に
同
じ
）

優
良
分
団
▼
第
13
分
団
▼
団
本
部
女
性
消
防
団
▼
第
15

分
団

優
良
団
員
▼
平
間
鎮
治
⑤
▼
川
添
聡
朗
⑤
▼
太
田
圭
一
⑥

▼
川
副
敏
治
⑦
▼
篠
原
宏
茂
⑦
▼
島
中
幸
正
⑦
▼
中
山

徹
志
⑧
▼
今
利
喜
好
⑨

本

本 本

（
○
内
の
数
字
は
所
属
分
団
、○
は
団
本
部
の
略
）

※
消
防
出
初
式
へ
団
員
の
参
加
を
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

　
た
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
気
温
が
急
激
に
下
が
っ
て
氷
点
下

に
な
る
と
、水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
が
破

裂
す
る
凍
結
事
故
が
多
く
な
り
ま

す
。防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管
や
メ
ー

タ
ー
は
、中
の
水
が
凍
っ
て
出
な
く
な
っ

た
り
、凍
って
膨
張
し
、管
が
破
裂
す
る

原
因
に
な
り
ま
す
。寒
い
季
節
は
気

象
情
報
に
注
意
し
な
が
ら
、水
道
管

や
メ
ー
タ
ー
の
防
寒
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
水
道
水
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

水
道
管
が
凍
結
し
て
い
る
場
合
は
、タ

オ
ル
を
か
ぶ
せ
、そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り

と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
溶
か
し
ま
す
。

※

熱
湯
を
か
け
る
と

破
裂
や
ヒ
ビ
割
れ

の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
水
道
管
の
破
裂
な
ど
の
た
め
漏
水

し
た
場
合
は
、メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中

の
元
栓
を
閉
め
て
か
ら
指
定
工
事
店

や
給
水
工
事
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
給
水
工
事
セ
ン
タ
ー 

☎

３
１
６
９

●
布
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
く

　
保
温
す
る
た
め
毛
布
や
布
を
巻
き
ま

す
。こ
れ
ら
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

●
市
販
の
保
温
材
を
巻
く

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
保
温
す
る

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

に
、毛
布
や
布
を
詰

め
、ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
段

ボ
ー
ル
な
ど
を
乗
せ
て

保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
や
メ
ー
タ
ー
の
防
寒
対
策
を
！

寒
さ
は
水
道
の
大
敵
で
す
！

ぬるま湯

布を巻く

保温材

ビニールを巻く

段ボールを敷く

元栓 メーター

布
を
詰
め
る

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

消
防
出
初
式
表
彰

平
成
27
年お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す（
敬
称
略
）

消
防
出
初
式
表
彰

　
消
防
出
初
式
で
、日
々
地
域
の
安
全
を
守
る

た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

な
ど
を
表
彰
し
ま
し
た
。

！

■
上
下
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー 

☎

１
１
１
１

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

■
安
全
対
策
課（
内
線
２
１
７
）

上下水道局
からのお知らせ

家
庭
で
で
き
る
防
寒
対
策

←

平
成
27
年

さらなる二学期制の充実を目指します
　本市では、平成18年度から全ての小・中学校で二学期制を実施し、来年度で
10年目を迎えます。「二学期制の良さ」として期待されたことがきちんと活用さ
れ、実際に効果が上がっているのか、また、保護者の目にはどう映っているの
かなど、その成果を確認するため、平成25年度に教員や保護者を対象にアン
ケートを行いました。

そう思う
どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない
そう思わない
無回答

Ｑ

教
員

保
護
者

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

長期休業前のゆとりを活用して、
修学旅行や職場体験などの体験
活動を充実させることができる

ゆとりを活用し、児童生
徒の心に寄り添う教育
を充実させている

夏休み・冬休み前でも落
ち着いて授業がなされ、
学習活動が充実する

学習評価の資料が増えて評価が充
実し個々の児童生徒の成長をじっく
りと見取りながら指導にあたっている

教師との面談が実施され、子ども
の学習・生活の向上につながる具
体策について共通理解ができる

教師と子どものふれあいの場や時
間が増えたことで、子どもたちの心
に寄り添う教育が充実する

夏休みや冬休みの補充学
習や課題への取り組みが、
休み明けの評価につながる

不
登
校
者
数
の
減
少
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

●目的意識を持って夏休みを過ご
せるよう、一人一人の学習課題と
改善に必要な取り組みなどを面談
によって具体的に伝えます。
●夏休みの取り組みを前期の評価に反
映させ、学習意欲の向上を図ります。

●面談で得た情報をもとに、お子さ
んのがんばりを後押ししてください。
●夏休みは、家庭での生活が中心に
なります。規則正しい生活を送れ
るよう配慮してください。

●教育委員会主催のさまざまなイ
ベントを分かりやすくご家庭にお
知らせします。
●子どもたちが自由研究などにさら
に意欲を持って取り組めるような
支援のあり方を検討します。

●二学期制では、7月・12月が学期末ではなくなるため、学校運営などにゆ
とりが生まれ、それを活用して体験活動や行事を行うことができます。
●期待したほど授業数は増えなかったものの、個に応じた支援が行き届き、
基礎学力の一層の定着が可能となります。
●長期休み前に子どもの悩み相談に迅速に対応することができ、安心・安
全な学校生活や学力を保障することにつながります。
●夏休みの取り組みの成果を前期の評価に加えることで、休み中の課題意
識の向上を図ることができます。

【アンケートや意見をもとに、二学期制を検証】

夏休み中、課題意識が無く、
ぼんやり過ごしている。

【保護者からのご意見】

■学校教育課 （内線367）

二学期制では、夏休みが前期の中に含まれます。より意義深い夏休みにするため、学校・家庭・
市のそれぞれの役割を明確にし、子どもの学びを共に支援していきましょう。

42％

29％
12％8％11％

41％39％
18％

34％

18％15％

38％

33％
28％

32％

41％47％59％

15％
3％

11％9％

学校 市家庭

本市では現在、「豊かな学力」と「確かな育ち」をキーワードに設定し、全人的な人間形成
を目指した学校教育を推進しています。二学期制の枠組みの中で、その良さを最大限活
用した教育実践により、未来を切り拓く子どもの育成・教育の振興を図っていきます。

家庭でも支援がしたい。子ど
もの学習課題を把握するた
めにも夏休み前に通知表が
欲しい。

Ｑ

二学期制のこれから

アンケート結果

「生きる力」を育む教育に

17％9％

31％

19％11％

34％

19％

27％

9％
10％

17％
6％

どちらも個別面
談によって「学習
面・生活面の具体
的な改善策が共
通理解できる。」
と感じています。

（回答数4,120人）

（市外転出教員65人）
（市内教員345人）

3％5％
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